
県内では、恵まれた気象条件と変化に富んだ地形を生かし、多彩な農産物の生産が行われており、いぐさ、

デコポン、なつみかん、トマト、宿根カスミソウは全国第1位の生産量となっています。また、農業生産の
主要な担い手である認定農業者数は全国第３位、農業算出額は全国第7位など、国内でも有数の食料供給基
地としての地位を確立しています。

表－全国に占める熊本県農業の地位

3.7682.0379.52,240.7千人基幹的農業従事者数（17年）

9.0233.674.1372.4千ｔなす（18年）

8.94101.0369.21,132.0千ｔみかん

5.24142.51,0102,755千頭肉用牛（1８年）

10.2212,200･･･119,600千本トルコギキョウ

割合順位

6.7313.263.9196.2千ｔいちご

10.925.121.546.8千ｔ葉タバコ

8.321.8･･･21.8千ｔくり

13.3332.2･･･241.8千ｔメロン

31.6121,300･･･67,500千本宿根カスミソウ

11.8186.0154.0726.3千ｔトマト（18年）

13.5260.7･･･450.2千ｔすいか

23.5114.5･･･61.7千ｔなつみかん

･･･118.1･･････千ｔ不知火（デコポン）

･･･114.1･･････千ｔいぐさ
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91,5931,3181,235千円１戸当たり農業所得(1７年)

3.581,1365,65232,632億円生産農業所得（17年）

3.573,10216,80088,058億円農業算出額（17年）

2.613119.8570.04,671.0千ha耕地面積（18年）

4.1368.4301.21,680.4千人農業専従者数（17年）

4.9310.847.7219.4千人認定農業者数（18年12月末）

2.61674.2421.12,848.2千戸農家戸数（17年）

全国に占める地位熊本九州全国単位区分

資料）農林水産省「農林業センサス」「農業構造動態調査」経営局調べ「作物統計」「生産農業所得統計」「農業経済統計調査」
生産局調べ「野菜生産出荷統計」「果樹生産出荷統計」「畜産統計」「花き調査出荷統計」「特産果樹生産動態調査

注）主要農産物の生産量の欄の・・・は主産地県のみ調査されている作物。（順位は主産地県中の順位）

２．熊本県の農業・農村の情勢２．熊本県の農業・農村の情勢

２－１．熊本県の農業・農村の現状

３

１．本県農業の現状



農地面積は、住宅、その他建物施設用地等への転用が進んでいることなどにより、減少が進んでいます。
平成１２年度以降は毎年1.0%～1.3%の率で減少してきましたが、平成１８年は減少率0.５%（田0.３%、
畑0.8%）となっており、１７年に引き続き減少のテンポは緩やかになっています。
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図－耕地面積の推移
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基幹的農業従事者数は、後継者の減少や高齢化の進展によって減少傾向にあります。

年齢別では、５０歳代以下の人口は年々減少傾向にありますが、６５歳以上の人口は増加傾向にあり
全体で最も割合が高くなっています。

資料）農林水産省「農（林）業センサス」、「農業構造動態調査」

資料）農林水産省「耕地及び作付け面積」

図－基幹的農業従事者数の推移
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98,000人 88,700人 82,000人

２．基幹的農業従事者数の推移

３．農地の現状



0.2%4123有機性廃棄物処理

0.1%287気候緩和
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0.4%9地下水かん養

12.7％309河川流況安定

52.6%1,277洪水防止

3.2%78土壌浸食防止

5.5%134土砂崩壊防止

25.3%613保健休養・やすらぎ※

2,426合計

構成比熊本県機能

農業・農村の多面的機能の評価（試算） （単位：億円／年間）

○農業・農村の多面的機能（年間評価額は約2,400億円）
本県の農業・農村は、洪水の防止や水資源のかん養、自然環境の保全、さらには美しい景観の形成など、

様々な機能（農業・農村の多面的機能）を有しており、国土を保全し県民の生命と財産、豊かな暮らしを
守る重要な役割を担っています。
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農業・農村が持つ多面的機能で知っているもの

資料）2004年県民アンケート調査

※「保健休養・やすらぎ」については、全国の評価額を耕地面積比で按分。
全国欄は、日本学術会議が行った農業の多面的機能の評価額

２．熊本県の農業・農村の情勢２．熊本県の農業・農村の情勢

５

○耕作放棄地の増加
農村地域の過疎化、高齢化等に伴う担い手不足により、耕作放棄地が年々増加し、平成１７年度には全

国で約３８万ｈａに達しています。本県においても、平成７年から平成１７年度にかけて４，２５６ｈａ
の耕作放棄地が増加しており、特に中山間地域や農家別では土地持ち非農家、自給的農家で顕著にみられ、
これらをどう活用するかが今後の課題になっています。

耕作放棄地の推移（熊本県）
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資料）熊本県農林水産部「熊本県農業動向年報」

４．農村地域の現状
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６．基幹的農業水利施設の現状

５．整備状況及び今後の整備目標

県内の基幹的農業水利施設は、農業用ダム８箇所、頭首工約１，６００箇所、基幹的農業用水路約７００

㎞等があり、本県農業にとって重要な水利施設として利用されています。しかし、この大半の施設が今後
耐用年数を迎えることとなり、適正な保全管理による施設の長寿命化、あるいは施設の老朽度合いによっ
ては更新整備を行うことになります。

資料）農林水産部調べ

資料）農林水産部調べ

県内の農業農村整備は下表のような状況であり、水田の整備は平坦地域を中心に整備が進み、平成１７

年度までに７３．１％の整備が行われています。
一方、畑のかんがい面積整備率は、国営菊池台地関連地域を中心に約23.5％の整備が行われています。

２．熊本県の農業・農村の情勢２．熊本県の農業・農村の情勢

97,500人82,900人58,000人農業集落排水処理人口

17,200ha8,300ha4,700ha既存ストックの有効利用により長寿命
化された基幹的農業用水路の受益面積

農用地区域（38,700ha)
に対する整備率

11,900ha

30.7%

10,200ha

26.4%

9,100ha

23.5%

畑のかんがい面積整備率

農用地区域(59,199ha)
に対する整備率

44,800ha
75.7%

6,600ha
11,200ha

44,000ｈａ
74.3%

5,500ha
8,200ha

43,300ha
73.1%

4,900ha
5,200ha

田のほ場整備面積
水田の整備率
田の汎用化面積
既整備田の更新整備面積

55,200ｍ48,700ｍ41,300ｍ海岸保全施設整備延長

766㎞734㎞662㎞基幹的農道整備延長

14市町村10市町村1市町村高潮のハザードマップ作成市町村数

128箇所120箇所108箇所ため池の整備箇所数

備考（参考）目標年
（平成27年度)

目標年
（平成22年度)

平成17年度
まで

8箇所農業用ダム①

約60箇所うち100ｈａ以上

約1,600箇所頭首工
②

おおむね100ha以上の受益を持つもの約120㎞基幹農業排水路④

おおむね100ha以上の受益を持つもの約700㎞基幹農業用水路③

約2,300箇所ため池⑥

排特及び湛防による排水機場124箇所排水機場⑤

備考箇所数等施設名

６



熊本県では、「創造にあふれ、生命が“脈うつ”くまもと」を実現させるため、平成12年度に「熊

本県総合計画（パートナーシップ２１くまもと）」を策定しました。
また、平成17年度には、「元気で明るい熊本づくり」に向け、市町村や農業団体、消費者、食品産
業などとパートナーシップを組みなら、安全安心な農産物の提供を基本として、「地域の活力」を生か
し「未来への希望」が輝く活力ある農業・農村を目指し「熊本県食料・農業・農村計画（元気いっぱい、
輝く未来へ）」を策定しました。
さらに、平成１８年度には、特色ある農業・農村づくりを進めるため、農業農村整備部門を具体化し
た「熊本県農業農村整備実施計画（だれもが暮らしやすく豊かな農村の実現をめざして）」を策定して
います。

２．熊本県の農業・農村の情勢２．熊本県の農業・農村の情勢

２－２．熊本県の農業施策

食料・農業・農
村基本計画

食料・農業・
農村基本法

土地改良法

第５次土地改
良長期計画

熊本県
総合計画

熊本県食料・
農業・農村
計画

熊本県
農業農村整備
実施計画

パートナーシップ２１くまもと（H12～H22

● 新世紀が拓く産業が息づく
くまもと

● 新世紀を支える基盤が充
実するくまもと

● 新世紀が生きる「ひと」が
輝くくまもと

● 次の世代へ警鐘する豊か
な環境をはぐくむくまもと

● 新世紀をともに気づく
「協働社会」くまもと

元気いっぱい輝く未来へ （H18～H２２）

● 産業をはぐくむ
～“元気の源”くまもと農業～

●環境をはぐくむ
～“環境との調和”
グリーン農業の新たな展開～

● 地域をはぐくむ
～“誰もが住みたい”安全、快適な農村

●教育・文化をはぐくむ
～“強い絆”食・農ルネサンス～

だれもが暮らしやすく豊かな農村の実現を
目指して （H18～H２２）

● くまもと農業・農村を支える
農業生産基盤整備

● 農業・農村の持続的発展と多面的機
能の良好な発揮

● 快適で安全・安心な農村づくり

「食料・農業・農村基本計画」や「第5次土地改良長期計画」を踏まえ、国と地方の枠組みの中で、
効率的・重点的に取り組んでいます。

７

１．熊本県の農業施策


